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平成 29 年 6 月 

認定ＮＰＯ法人 環境文明２１ 

日本国憲法に「環境原則」を追加する提案 

２０１９年９月 

認定ＮＰＯ法人 環境文明２１ 

日本国憲法に「環境（持続性）原則」を追加する提案 

                  （第五次案） 



 

 

 

 

1 

日
本
国
憲
法
に
「
環
境
（
持
続
性
）
原
則
」
を
追
加
す
る
提
案 

 
 

環
境
文
明
二
十
一 
は
、
二
〇
〇
四
年
七
月
よ
り
「
憲
法
部
会
」
を
設
け
、
日
本
国
憲
法
（
以
下
「
憲
法
」）
に
、
社
会

の
持
続
性
を
確
保
す
る
た
め
の
「
環
境
原
則
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
次

案
を
二
〇
〇
五
年
一
月
十
三
日
に
発
表
、
そ
の
後
も
検
討
を
重
ね
、
提
案
条
文
の
微
調
整
も
重
ね
て
、
今
日
の
提
案
に
至

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
も
、
政
党
、
政
治
家
は
も
と
よ
り
、
広
く
国
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
求
め
る
べ
く
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通
じ
て
審
議
し
て
い
た
だ
く
場
を
継
続
的
に
提
供
し
て
参
り
ま
し
た
。 

憲
法
は
、
国
家
統
治
の
基
本
的
事
項
を
定
め
、
他
の
法
令
で
変
更
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
国
家
最
高
の
法
規
範
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
行
憲
法
で
は
「
環
境
」
に
つ
い
て
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
確
か
に
、
起
草
当
時
は
そ
の
必

要
性
は
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
の
、
気
候
異
変
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
地
球
規
模
の
環
境
問
題
の
急
速
な
悪

化
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
含
む
廃
棄
物
や
化
学
物
質
の
量
の
増
大
や
質
の
変
化
な
ど
身
の
回
り
に
あ
る
環
境
問
題
は
、

私
た
ち
の
持
続
的
な
生
存
に
危
機
を
も
た
ら
す
レ
ベ
ル
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
重
大
性
を
考
え
れ
ば
、
持
続
可
能
な
社

会
を
将
来
世
代
に
継
承
す
る
観
点
か
ら
、
環
境
の
保
全
と
い
う
人
間
の
生
活
や
経
済
活
動
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
基
本
的

事
項
を
憲
法
に
書
き
込
む
べ
き
時
期
で
あ
り
、
今
そ
の
努
力
を
怠
れ
ば
次
世
代
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

現
行
憲
法
の
三
原
則
と
さ
れ
る
①
主
権
在
民
（
国
民
主
権
）、
②
戦
争
の
放
棄
（
平
和
主
義
）、
③
基
本
的
人
権
の
尊
重
、

と
並
び
、
環
境
の
脅
威
の
み
な
ら
ず
貧
困
や
格
差
拡
大
な
ど
社
会
の
持
続
性
が
重
要
な
課
題
と
な
る
今
世
紀
に
お
い
て
は
、

あ
ら
ゆ
る
生
命
の
基
盤
で
あ
る
環
境
の
保
全
（「
環
境
原
則
」）
を
第
四
の
原
則
と
し
て
憲
法
に
明
確
に
位
置
づ
け
る
べ
き

で
あ
る
と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
。 

私
た
ち
が
最
初
に
こ
う
し
た
提
案
を
し
て
か
ら
十
五
年
余
が
経
ち
ま
し
た
が
、
国
会
に
お
い
て
も
、
国
民
の
間
で
も
主

要
な
関
心
は
相
変
わ
ら
ず
足
元
の
経
済
問
題
に
集
中
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

一
方
、
そ
の
間
、
温
暖
化
や
生
物
多
様
性
の
問
題
は
深
刻
の
度
を
増
し
、
国
連
や
各
種
サ
ミ
ッ
ト
の
場
等
で
は
、
そ
の

対
応
が
国
際
政
治
の
最
重
要
課
題
と
し
て
多
く
の
国
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
二
〇
一
五
年
に
、
ほ
ぼ
す
べ

て
の
国
連
加
盟
国
は
二
○
三
○
年
に
向
け
て
、
貧
困
、
健
康
、
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
改
善
を
求
め
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
採

択
し
、
ま
た
同
年
十
二
月
に
は
新
た
な
気
候
変
動
対
策
で
あ
る
「
パ
リ
協
定
」
に
合
意
し
ま
し
た
が
、
そ
の
円
滑
な
実
施

の
た
め
の
新
し
い
社
会
の
構
築
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
動
き
が
示
す
環
境
問
題
の
重
大
性
、
緊
急
性
に
か
ん
が
み
、
社
会
の
持
続
性
を
確
保
す
る
た

め
の
「
環
境
原
則
」
を
憲
法
に
追
加
す
る
よ
う
、
国
会
で
速
や
か
に
審
議
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
再
度
要
請
し
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
問
題
は
全
て
の
国
民
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
く
国
民
に
呼
び
か
け
、
と
も
に
国
政
に
働
き

か
け
て
参
り
ま
す
。 
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一
九
年
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提
案
内
容
（
目
次
） 

  
１
． 
私
た
ち
の
提
案 

 
 
 
 
 

一 
前 

文 

 
 
 
 
 

二 

第
三
章 

環
境 

 
 
 
 
 

三 
｢

公
共
の
福
祉｣

の
概
念
の
明
確
化 

 

２
． 

私
た
ち
の
提
案
理
由 

（
１
）
環
境
問
題
は
人
類
生
存
へ
の
重
大
な
脅
威 

（
２
）
環
境
原
則
は
国
内
外
の
平
和
と
安
定
を
維
持
す
る
た
め
の
根
源
的
事
項 

（
３
）｢

公
共
の
福
祉｣

概
念
の
明
確
化 

（
４
）
環
境
学
習
の
最
大
の
契
機 

（
５
）
環
境
対
策
は
日
本
の
国
際
貢
献
の
重
要
な
柱 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

３
． 

補
足
説
明
（
Ｑ
＆
Ａ
） 

（
１
）
環
境
基
本
法
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
な
ど
、
環
境
法
令
は
体
系
的
に
整

備
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
改
正
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
、
憲
法
を

改
正
し
て
環
境
原
則
を
書
き
込
む
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

（
２
）
憲
法
に
環
境
原
則
が
入
る
こ
と
で
、
具
体
的
に
何
が
変
わ
る
の
か
。 

（
３
）
持
続
可
能
な
社
会
と
は
ど
ん
な
社
会
な
の
か
。 

（
４
）
予
防
原
則
と
は
何
か
。 

（
５
）
環
境
条
項
は
他
の
主
要
国
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

（
６
）
第
九
条
と
の
関
連
性
に
つ
い
て 

 

４
． 

環
境
文
明
二
十
一
で
の
検
討
経
緯 

 
 
 

 

 



 

 

 

 

3 

１
．
私
た
ち
の
提
案 

 

一 

前 

文 

 

日
本
国
民
は
、
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け
る
代
表
者
を
通
じ
て
行
動
し
、
わ
れ
ら
と
わ
れ
ら

の
子
孫
の
た
め
に
、
諸
国
民
と
の
協
和
に
よ
る
成
果
と
、
わ
が
国
全
土
に
わ
た
つ
て
自
由
の
も
た
ら
す

恵
沢
を
確
保
し
、
政
府
の
行
為
に
よ
つ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と

を
決
意
し
、
こ
こ
に
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の
憲
法
を
確
定
す
る
。
そ
も
そ
も
国

政
は
、
国
民
の
厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
権
威
は
国
民
に
由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国

民
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ
の
福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享
受
す
る
。
こ
れ
は
人
類
普
遍
の
原
理

で
あ
り
、
こ
の
憲
法
は
、
か
か
る
原
理
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
ら
は
、
こ
れ
に
反
す
る
一
切
の
憲

法
、
法
令
及
び
詔
勅
を
排
除
す
る
。 

 

日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和

と
健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
を
念
願
し
、
人
間
相
互
の
関
係
を

支
配
す
る
崇
高
な
理
想

と
環
境
の
保
全
に
対
す
る
責
任
を
深
く
自
覚
す
る
の
で
あ
つ
て
、
平

和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら

と
将
来
世
代
の
安
全
と
生
存
を
保
持

し
よ
う
と
決
意
し
た
。
わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠

に
除
去
し
よ
う
と
努
め
て
ゐ
る
国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
ふ
。
わ
れ
ら

は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏

そ
し
て
環
境
の
破
壊
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う

ち
に

持
続
可
能
な
社
会
に
生
存
す
る
権
利

と
そ
れ
を
維
持
す
る
責
務
を
有
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
。 

 

わ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
の
国
家
も
、
自
国
の
こ
と
の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
の

で
あ
つ
て
、
政
治
道
徳
の
法
則
は
、
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
法
則
に
従
ふ
こ
と
は
、
自
国
の
主

権
を
維
持
し
、
他
国
と
対
等
関
係
に
立
た
う
と
す
る
各
国
の
責
務
で
あ
る
と
信
ず
る
。 

 

日
本
国
民
は
、
国
家
の
名
誉
に
か
け
、
全
力
を
あ
げ
て
こ
の
崇
高
な
理
想
と
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

を
誓
ふ
。 

  
 
 

（
注
） 
 

原
文
を
変
え
ず
、
提
案
を
太
字
で
追
加
。 

（
注
） 

 

環
境
と
は
、「
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
基
盤
」
を
意
味
す
る
。 

 

 



 

 

 

 

4 

 
 
 
 
 
 
 

二 
 

第
三
章 

環
境 

 
三
の
一
条
（
権
利
と
責
務
） 

何
人
も
、
地
球
の
営
み
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
、
生
命
の
基
盤
で
あ
る
健 

全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
を
享
受
す
る
権
利
を
有
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
環
境
を

保
全
し
、
且
つ
将
来
世
代
に
継
承
す
る
責
務
を
有
す
る
。 

 

三
の
二
条
（
国
の
責
務
と
国
民
の
参
画
） 

国
は
、
い
か
な
る
政
策
を
立
案
、
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
も
、
環
境
の
保

全
を
優
先
し
、
人
と
環
境
が
調
和
し
た
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
目
指
す
と

と
も
に
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
国
民
の
学
び
と
参
画
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

三
の
三
条
（
予
防
原
則
） 

 
 
 

 
 

国
は
、
科
学
的
知
見
に
不
確
実
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
人
の
健
康
ま
た
は

生
態
系
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
行
為
及
び
科
学
の
技
術
的
応

用
に
対
し
て
は
、
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
予
防
原
則
を
遵
守
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

三
の
四
条
（
地
域
社
会
の
安
定
） 

 
 
 

 
 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
自
然
災
害
へ
の
防
備
の
た
め
に
、
地
域
社
会
と

協
働
し
て
、
国
土
の
保
全
、
管
理
を
行
い
、
生
物
多
様
性
を
豊
か
に
回
復
す
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

三
の
五
条
（
国
際
協
力
） 

 
 
 

 
 

国
は
、
地
球
規
模
の
環
境
保
全
が
人
間
共
通
の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
関
す
る
国
際
協
力
を
積
極
的
に
推
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
注
） 

「
第
三
章 

環
境
」
は
、
現
行
憲
法
の
第
二
章
「
戦
争
の
放
棄
」
と
第
三
章
「
国
民
の
権
利
及

び
義
務
」
と
の
間
に
、
新
た
に
挿
入
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 



 

 

 

 

5 

三 
｢

公
共
の
福
祉｣

の
概
念
の
明
確
化 

 
現
行
憲
法
の
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
九
条
中
に
あ
る
「
公

共
の
福
祉
」
の
概
念
の
中
心
に
「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
造
と
維
持
」
を
据
え
る
こ
と
を

解
釈
の
上
で
明
確
に
す
る
。 



 

 

 

 

6 

２
．
私
た
ち
の
提
案
理
由 

 

 

現
行
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
七
十
余
年
が
経
過
す
る
。
こ
の
間
に
、
国
内
外
に
お

い
て
、
憲
法
を
と
り
ま
く
社
会
経
済
状
況
は
劇
的
に
変
化
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
激

変
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
基
盤
と
な
る
「
環
境
」
に
極
め
て
深
刻
な
脅
威
を
も
た
ら
し
て

い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
現
行
憲
法
の
起
草
時
に
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

国
の
最
も
基
本
と
な
る
法
典
で
あ
る
現
行
憲
法
に
欠
け
て
い
る
「
環
境
（
持
続
性
）
原
則
」

を
追
加
す
べ
き
こ
と
を
、
私
た
ち
が
提
案
す
る
主
た
る
理
由
は
次
の
五
つ
で
あ
る
。 

 

（
１
）
地
球
環
境
の
劇
的
な
悪
化
は
人
類
生
存
へ
の
重
大
な
脅
威 

（
２
）
環
境
原
則
は
国
内
外
の
平
和
と
安
定
を
維
持
す
る
た
め
の
根
源
的
事
項 

（
３
）｢

公
共
の
福
祉｣

概
念
の
明
確
化 

（
４
）
環
境
学
習
の
最
大
の
契
機 

（
５
）
環
境
対
策
は
日
本
の
国
際
貢
献
の
重
要
な
柱

  
 



 

 

 

 

7 

（
１
）
地
球
環
境
の
劇
的
な
悪
化
は
人
類
生
存
へ
の
重
大
な
脅
威 

・ 

最
も
重
大
な
問
題
と
さ
れ
る
地
球
温
暖
化
に
関
し
て
は
、
過
去
一
世
紀
余
り
の
間
に
地
球
の

平
均
気
温
は
上
昇
し
、
特
に
一
九
七
〇
年
以
降
は
急
激
に
上
昇
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
う
異

常
気
象
現
象
が
世
界
各
地
で
頻
繁
に
観
測
さ
れ
、
洪
水
、
土
砂
崩
れ
、
森
林
火
災
、
干
ば
つ

な
ど
の
形
で
、
人
間
の
生
活
や
経
済
活
動
に
も
大
き
な
被
害
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
最
新

の
研
究
成
果
に
よ
れ
ば
、
我
々
は
地
球
温
暖
化
の
「
序
の
口
」
に
い
る
に
過
ぎ
ず
、
将
来
さ

ら
に
厳
し
い
事
態
を
覚
悟
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

・ 

も
う
一
つ
重
要
な
地
球
規
模
の
環
境
問
題
と
し
て
生
物
多
様
性
の
損
失
が
あ
る
。
例
え
ば
、

生
物
種
の
状
況
だ
け
を
み
て
も
、
表
１
に
示
す
よ
う
に
激
減
の
過
程
に
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
全
て
の
生
命
の
基
盤
で
あ
る
環
境
の
状
況
は
、
人
類
の
存
続
に
も
関
わ
る
危

機
的
様
相
を
呈
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
行
憲
法
は
環
境
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い

な
い
。 

 
 

図 2 エコロジカル・フットプリント（出典：地球一個分の暮らしの指標 

＊バイオキャパシティとは土地が供給できる再生可能な資源生産量と廃棄

物吸収量を示す。 

図 1 大気中の二酸化炭素濃度の経年変化 （出典：気候変動監視

レポート 2014 
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（
２
）
環
境
原
則
は
国
内
外
の
平
和
と
安
定
を
維
持
す
る
た
め
の
根
源
的
事
項 

・ 

二
十
一
世
紀
の
世
界
に
お
い
て
は
、
軍
事
的
に
国
際
的
な
紛
争
を
解
決
で
き
る
状
況
は
む
し

ろ
限
ら
れ
て
き
て
お
り
、
よ
り
総
合
的
な
力
で
、
人
類
の
平
和
と
安
定
を
保
障
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

・ 

第
九
条
が
規
定
し
て
い
る
平
和
主
義
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

七
十
七
億
人
を
超
す
世
界
人
口
の
中
に
、
極
端
な
貧
富
の
差
や
各
種
の
不
平
等
が
存
在
し
、

そ
れ
ら
を
温
床
と
す
る
テ
ロ
、
社
会
秩
序
の
崩
壊
、
さ
ら
に
は
気
候
変
動
に
伴
う
食
糧
や
水

資
源
の
供
給
の
不
安
定
化
、
生
態
系
の
劣
化
、
人
間
の
健
康
へ
の
脅
威
な
ど
、
深
刻
な
社
会

不
安
が
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
第
九
条
に
規
定
さ
れ
た
平
和
主
義
の
み
で
は
、

国
内
外
の
平
和
と
安
定
を
維
持
す
る
の
は
困
難
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
視
点
か
ら
、
二
十
一
世
紀
の
世
界
そ
し
て
国
家
の
平
和
と
安
定
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

世
界
平
和
を
維
持
す
る
た
め
の
様
々
な
努
力
に
加
え
て
、
地
球
環
境
の
保
全
と
そ
れ
に
基
づ
く
持

歴史区分 
恐竜 

時代 

1600~ 

1900 年 
1900 年 1975 年 

1975~ 

2000 年 

速度 

（種／年） 
0.001 0.25 1 1,000 40,000 

表 1 生物種の絶滅の速度（出典：ノーマン・マイヤーズ著『沈みゆく箱舟』） 

図 3 世界の地上気温の経年変化（年平均）（出典：IPCC

第 5 次報告書から JACCCA が作成したもの） 
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続
可
能
な
社
会
・
経
済
を
創
造
す
る
た
め
の
憲
法
上
の
根
拠
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ

る
。 

 

（
３
）｢

公
共
の
福
祉｣

概
念
の
明
確
化 

現
行
憲
法
の
第
十
一
条
に
お
い
て
、「
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と

の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
へ
ら
れ
る
。」と
し
て
い
る
一
方
で
、

第
十
二
条
に
お
い
て
は
、「
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の
不
断
の
努
力

に
よ
つ
て
、
こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
国
民
は
、
こ
れ
を
濫
用
し
て
は
な
ら
な
い

の
で
あ
つ
て
、
常
に
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
こ
れ
を
利
用
す
る
責
任
を
負
ふ
。」
と
定
め
て
い
る
。
ま

た
第
十
三
条
に
お
い
て
は
、「
す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び
幸
福

追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
立
法
そ
の
他
の
国
政

の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
。」
と
し
て
い
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
国
民
の
自
由
及
び
権
利
を
制
約
し
う
る
重
要
な
概
念
と
し
て
「
公
共
の
福
祉
」
が
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
五
年
に
及
ぶ
、
衆
、
参
両
院
の
憲
法
調
査
会
の
議
論
に
お
い
て
も
「
公
共

の
福
祉
」
の
概
念
は
不
明
確
で
あ
り
、
分
か
り
に
く
い
と
し
て
、
言
葉
の
置
き
換
え
（
例
え
ば
、「
公

益
」
あ
る
い
は
、「
公
の
秩
序
」）、
解
釈
・
適
用
の
明
確
化
な
ど
の
意
見
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
衆
院
の
報
告
書
に
お
い
て
も
、「
公
共
の
福
祉
と
は
何
か
を
明
確
に
す
る
た
め
、
そ
の
具
体

的
内
容
を
憲
法
に
明
記
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。」
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

私
た
ち
は
、
持
続
可
能
な
社
会
を
確
保
す
る
た
め
に
、
現
行
憲
法
に
「
環
境
原
則
」
を
導
入
す
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
が
、「
公
共
の
福
祉
」
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
「
全
て
の
人
の
幸
福
」
と
い
う

あ
い
ま
い
な
解
釈
で
は
な
く
、
そ
の
対
象
範
囲
を
時
間
的
に
は
次
世
代
に
ま
で
広
げ
る
こ
と
、
担
い

手
に
つ
い
て
は
行
政
の
み
な
ら
ず
、国
民
、市
民
団
体
や
企
業
等
事
業
体
も
含
む
こ
と
を
前
提
と
し
、

持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
し
維
持
す
る
こ
と
こ
そ
が
「
全
て
の
人
の
幸
福
に
つ
な
が
る
も
の
」
で
あ

り
、「
公
共
の
秩
序
が
保
た
れ
た
状
況
で
あ
る
」
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
公
共
の
福
祉
」

の
概
念
の
中
心
に
「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
造
と
維
持
」
を
据
え
る
こ
と
を
解
釈
の
上
で
明
確
に
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。 

 （
４
）
環
境
学
習
の
最
大
の
契
機 

 

憲
法
に
環
境
原
則
を
加
え
る
改
正
案
を
様
々
な
視
点
か
ら
議
論
す
る
こ
と
は
、
国
民
の
環
境
問
題

へ
の
関
心
を
高
め
、
環
境
が
国
民
の
生
活
や
事
業
活
動
に
ど
う
関
係
す
る
か
を
考
え
る
機
会
に
な
る

と
と
も
に
、
国
の
あ
り
方
を
含
め
、
環
境
問
題
を
政
治
的
に
ど
う
位
置
づ
け
る
か
に
つ
い
て
考
え
る
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最
良
の
契
機
と
な
る
。
こ
の
検
討
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
、
国
民
が
自
ら
環
境
に
つ
い
て
考
え
学
ぶ

環
境
学
習
の
最
大
・
最
良
の
機
会
で
あ
る
と
私
た
ち
は
考
え
る
。 

 

（
５
）
環
境
対
策
は
日
本
の
国
際
貢
献
の
重
要
な
柱 

日
本
は
、
先
進
国
の
一
員
と
し
て
、
ま
た
経
済
力
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
第
三
位
の
国
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

も
様
々
な
場
面
で
国
際
貢
献
を
し
て
き
て
い
る
。 

一
方
、
世
界
、
特
に
開
発
途
上
国
は
、
中
国
や
印
度
が
典
型
的
で
あ
る
が
、
経
済
開
発
に
政
策
の

優
先
度
を
当
て
る
た
め
に
、
環
境
対
策
の
た
め
の
投
資
、
技
術
開
発
、
人
材
の
配
置
等
が
薄
く
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
な
ど
の
環
境
汚
染
、
さ
ら
に
生
物
多
様
性
の
喪
失
、

そ
し
て
近
年
で
は
、
気
候
変
動
問
題
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
先
進
国
か
ら
の
資
金
面
、
技
術
面
、

人
材
面
で
の
支
援
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
中
で
、
日
本
の
過
去
の
経
験
、
実
績
そ
し
て
現
有
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
考
え
る
と
、

環
境
分
野
で
の
貢
献
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
国
際
協
力
案
件
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

以
上
、
五
つ
の
理
由
を
あ
げ
た
が
、
様
々
な
問
題
を
タ
ブ
ー
視
せ
ず
、
国
民
が
憲
法
を
自
分
の
問

題
と
し
て
受
け
止
め
て
議
論
す
る
こ
と
は
、民
主
主
義
国
家
の
国
民
と
し
て
の
当
然
の
責
務
で
あ
る
。

「
環
境
」
こ
そ
は
「
平
和
」
と
と
も
に
憲
法
に
お
い
て
も
今
や
最
も
根
源
的
な
問
題
で
あ
る
と
私
た

ち
は
考
え
る
。 
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３
．
補
足
説
明
（
Ｑ
＆
Ａ
） 

 

問
一
．
環
境
基
本
法
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
、
生
物
多
様
性
基
本
法
な
ど
、
環
境
法
令
は
体
系

的
に
整
備
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
改
正
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
、
憲
法
を
改
正
し

て
環
境
原
則
を
書
き
込
む
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

答
．
基
本
法
と
い
え
ど
も
、
数
あ
る
法
律
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、
経
済
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
外
交
、
防
衛

な
ど
注
目
を
集
め
や
す
い
課
題
が
出
て
く
れ
ば
、
環
境
問
題
は
そ
の
影
に
置
か
れ
て
し
ま
い
が
ち

で
あ
る
。
し
か
し
、
環
境
は
す
べ
て
の
生
命
の
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
保
全
無
く
し
て
人
類
の
存
続

は
あ
り
え
な
い
。
そ
の
よ
う
な
現
実
と
法
制
上
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
と
、
国
の
最
高
法
規
た
る

日
本
国
憲
法
の
中
に
、
環
境
保
全
に
関
す
る
国
全
体
の
取
組
方
針
を
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
。 

 

 

問
二
．
憲
法
に
環
境
原
則
が
入
る
こ
と
で
、
具
体
的
に
何
が
変
わ
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。 

 

答
．
国
の
方
向
性
が
持
続
可
能
性
の
追
求
に
向
け
て
明
確
に
な
り
、
環
境
問
題
の
重
要
性
が
法
制
上

も
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。そ
の
結
果
、政
策
に
お
け
る
環
境
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
上
が
り
、

経
済
偏
重
か
ら
環
境
を
含
む
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
持
続
可
能
な
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
期

待
で
き
る
。 

 
 

例
え
ば
、
気
候
変
動
対
策
と
整
合
性
の
と
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
確
保
、
環
境
と
経
済
の
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
た
税
制
改
革
の
進
展
、
外
交
面
で
の
環
境
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
、
環
境
保
護

に
関
す
る
訴
訟
手
続
き
の
容
易
さ
、
さ
ら
に
従
来
の
安
全
保
障
概
念
の
拡
大
な
ど
が
可
能
に
な
る
。 

  

問
三
．
持
続
可
能
な
社
会
と
は
ど
ん
な
社
会
な
の
か
。 

 

答
．
持
続
可
能
な
社
会
と
は
、
環
境
面
で
の
取
組
み
が
進
ん
だ
社
会
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
経
済
的

側
面
、
人
間
・
社
会
的
側
面
に
お
い
て
も
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
社
会
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
次

の
よ
う
な
社
会
で
あ
る
。 

・
有
限
な
地
球
環
境
の
中
で
、
環
境
負
荷
を
最
小
に
と
ど
め
、
資
源
の
循
環
を
図
り
な
が
ら
、
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地
球
生
態
系
を
維
持
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会 

・
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
費
用
と
便
益
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
状
態
に
あ
り
、
市

場
経
済
に
お
い
て
も
長
期
的
な
視
点
が
重
視
さ
れ
、
長
期
的
な
コ
ス
ト
負
担
も
厭
わ
な
い

社
会 

・
人
間
・
社
会
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
自
立
し
、
健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
営
む
だ
け
で
な
く
、
自
然
・
次
世
代
・
他
の
地
域
な
ど
と
の
関
連
性
を
持
ち
、
多

様
な
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
市
民
社
会 

  問
四
．
予
防
原
則
と
は
何
か
。 

 
 答

．
予
防
原
則
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
に
は
次
の
よ
う
な
考
え
方
が
既
に
確
立
さ
れ
て
い
る
。 

①
リ
オ
宣
言
の
中
の
「
予
防
原
則
」 

「
環
境
を
保
護
す
る
た
め
、
予
防
的
方
策
は
、
各
国
に
よ
り
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
広
く
適
用
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
深
刻
な
、
あ
る
い
は
不
可
逆
的
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
完

全
な
科
学
的
確
実
性
の
欠
如
が
、
環
境
悪
化
を
防
止
す
る
た
め
の
費
用
対
効
果
の
大
き
い
対
策
を

延
期
す
る
理
由
と
し
て
使
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
」（「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
リ
オ
宣
言
（
一
九
九

二
年
六
月
）」
第
十
五
原
則
（
予
防
原
則
）） 

②
フ
ラ
ン
ス
の
「
環
境
憲
章
（
二
〇
〇
四
年
六
月
）」
の
な
か
の
「
予
防
原
則
」 

「
科
学
的
な
知
見
に
不
確
実
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
被
害
の
発
生
が
、
環
境
に
対
し
て
、
重
大
か

つ
回
復
不
能
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、公
共
機
関
は
、予
防
原
則
を
適
用
し
、

権
限
の
範
囲
内
で
、
リ
ス
ク
評
価
手
続
き
を
実
施
し
、
被
害
の
発
生
を
避
け
る
た
め
に
暫
定
的
か

つ
釣
り
合
い
の
と
れ
た
措
置
を
講
じ
る
よ
う
留
意
す
る
。」（
フ
ラ
ン
ス
環
境
憲
章
第
五
条
よ
り
。

な
お
、
こ
れ
は
二
〇
〇
五
年
三
月
フ
ラ
ン
ス
憲
法
に
挿
入
さ
れ
た
。） 

 

問
五
．
環
境
条
項
は
他
の
主
要
国
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

 

答
．
多
く
の
主
要
諸
国
に
お
い
て
、
既
に
環
境
条
項
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、 

・
韓
国 

 

第
三
十
五
条
（
環
境
権
） 

①
全
て
の
国
民
は
、
健
康
で
快
適
な
環
境
に
お
い
て
生
活
す
る
権
利
を
有
し
、
国
及
び
国
民

は
、
環
境
保
全
の
た
め
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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②
環
境
権
の
内
容
及
び
行
使
に
関
し
て
は
、
法
律
で
定
め
る
。 

 
 

・
ド
イ
ツ 

 

第
二
十
ａ
条
（
自
然
的
生
活
基
盤
の
保
護
義
務
） 

国
は
来
る
べ
き
世
代
に
対
す
る
責
任
を
果
た
す
た
め
に
も
、
憲
法
に
適
合
す
る
秩
序
の
枠
内

に
お
い
て
、
立
法
を
通
じ
て
、
ま
た
法
律
お
よ
び
法
の
基
準
に
し
た
が
っ
て
、
執
行
権
お
よ

び
裁
判
を
通
じ
て
、
自
然
的
生
活
基
盤
を
保
護
す
る
。 

 
 

・
中
国 

「
国
家
は
、
生
活
環
境
と
生
態
環
境
を
保
護
、
改
善
し
、
汚
染
そ
の
他
の
公
害
に
対
す

る
対
策
を
進
め
る
」 

 

問
六
．
本
提
案
は
現
行
憲
法
に
環
境
条
項
を
追
加
す
る
だ
け
の
提
案
と
は
い
え
、
戦
後
七
十
余
年
以
上
も

護
り
つ
づ
け
て
き
た
平
和
憲
法
を
い
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
環
境
保
全
と
い
う
と
聞
こ
え
は
よ
い
が
、

そ
れ
は
第
九
条
の
改
憲
に
つ
な
が
る
突
破
口
と
な
る
事
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
。
環
境
保
全
と
い
う
偏

狭
な
一
分
野
か
ら
の
追
加
提
案
は
、
平
和
憲
法
維
持
の
観
点
か
ら
は
迷
惑
で
あ
り
、
控
え
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。 

 

答
．
こ
の
提
案
は
、
私
た
ち
の
考
え
る
環
境
原
則
を
現
行
憲
法
に
追
加
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
で
あ

っ
て
、
第
九
条
問
題
に
は
、
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
今
日
の
気
候
変
動
な
ど
の
環
境
問

題
は
食
料
、
水
、
生
物
の
多
様
性
、
洪
水
、
干
ば
つ
な
ど
広
範
で
人
間
生
活
に
係
わ
る
問
題
に
直

結
し
て
お
り
、
安
全
保
障
の
問
題
に
も
係
わ
る
重
要
問
題
で
あ
る
の
で
“
偏
狭
な
一
分
野
”
の
問

題
と
は
全
く
考
え
て
い
な
い
。 
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環
境
文
明
二
十
一 

憲
法
改
正
提
案
経
緯 

２
０
０
４
年
７
月 

２
０
０
４
年
６
月 

 

２
０
０
４
年
４
月 

１
９
９
６
年
６
月 

・
「
憲
法
部
会
」
の
第
１
回
会
合
開
催
（
以
降
、
月
に
一
度
の
ペ

ー
ス
で
開
催
）。 

・
会
報
『
環
境
と
文
明
』
は
「
憲
法
に
環
境
権
を
（
２
）
」
を
特

集
し
、
そ
の
中
で
憲
法
改
正
に
関
す
る
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
発
表
。 

・
同
特
集
号
の
中
で
加
藤
代
表
は
、
会
の
中
に
憲
法
部
会
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
を
発
表
し
、
個
人
的
に
は
「
９
条
問
題
よ
り
も
環

境
対
策
の
ほ
う
が
二
十
一
世
紀
の
世
界
秩
序
の
中
で
は
よ
り

根
源
的
で
重
要
」
と
主
張
。 

・
会
報
『
環
境
と
文
明
』
は
「
憲
法
に
環
境
権
を
（
１
）
」
を
特

集
し
、
そ
の
中
で
加
藤
代
表
が
「
憲
法
を
み
ん
な
で
で
議
論
し

ま
せ
ん
か
」
と
題
し
て
、
会
全
体
と
し
て
、
憲
法
を
議
論
し
よ

う
と
訴
え
る
と
と
も
に
、
自
身
の
個
人
的
条
文
案
を
提
案
。 

・
会
は
、
憲
法
に
関
す
る
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
。 

・
加
藤
三
郎
代
表
（
当
時
）
が
会
報
『
環
境
と
文
明
』
に
「
憲
法

に
『
環
境
』
が
見
え
な
い
」
と
題
し
て
、
日
本
の
憲
法
に
「
環

境
」
条
項
を
書
き
込
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
提
起
（
な
お
、
同

年
七
月
及
び
十
一
月
に
も
、
憲
法
と
環
境
の
問
題
に
つ
い
て
、

ド
イ
ツ
の
例
な
ど
を
引
き
な
が
ら
会
報
上
で
問
題
提
起
）。 
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２
０
０
５
年
４
月
２
３
日 

２
０
０
５
年
３
月
１
３
日 

２
０
０
５
年
１
月
１
３
日 

・
日
本
経
済
新
聞
の
「
グ
リ
ー
ン
通
信
」
欄
に
て
、
環
境

文
明
二
十
一
の
主
張
を
紹
介 

・
加
藤
代
表
は
、
毎
日
新
聞
の
「
２
１
世
紀
を
読
む
」
欄

に
「
環
境
条
項
今
こ
そ
明
記
を
」
と
題
し
て
投
稿
し
、

第
一
次
案
の
内
容
と
そ
の
背
景
を
説
明
。 

・
環
境
文
明
二
十
一
「
憲
法
部
会
」
は
改
正
第
一
次
案
を

発
表
。
こ
こ
で
は
憲
法
の
三
原
則
（
国
民
主
権
、
平
和

主
義
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
）
に
加
え
て
「
環
境
」
原

則
を
入
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
。 
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２
０
０
５
年
４
月
２
６
日 

・
第
一
次
案
に
微
修
正
を
加
え
、
第
二
次
案
を
公
表
す
る

と
と
も
に
、
同
日
、
東
京
の
星
陵
会
館
に
て
「
憲
法
に

も
う
一
つ
の
柱
を
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
各
党
国
会
議
員

（
資
料
１
）の
参
加
を
得
て
開
催
し
、ア
ピ
ー
ル
文
（
資

料
２
）
を
採
択
。 

（
資
料
１
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
議
員
の
お
名
前 

 

（
発
言
順
） 

加
藤
修
一
（
参
）・
公
明
党 

簗
瀬 

 
進
（
参
）・
民
主
党 

小
杉 

 

隆
（
衆
）・
自
由
民
主
党 

渡
部
恒
三
（
衆
）・
無
所
属 

佐
藤
謙
一
郎
（
衆
）・
民
主
党 

田
端
正
広
（
衆
）・
公
明
党 

村
井
宗
明
（
衆
）・
民
主
党 

加
藤
紘
一
（
衆
）・
自
由
民
主
党
（
秘
書
代
読
） 

（
資
料
２
）
ア
ピ
ー
ル
文 

 

私
た
ち
は
、
環
境
問
題
が
年
を
追
う
ご
と

に
深
刻
化
す
る
中
に
あ
っ
て
、
持
続
可
能
な

日
本
を
早
急
に
構
築
す
る
た
め
、
日
本
国
憲

法
の
三
原
則
①
国
民
主
権
、
②
平
和
主
義
、

③
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
に
加
え
、
も
う
一

つ
の
柱
と
し
て
社
会
の
持
続
性
を
確
保
す
る

た
め
の
④
「
環
境
」
原
則
を
導
入
す
べ
き
必

要
性
を
、
議
員
お
よ
び
国
民
の
皆
様
に
強
く

ア
ピ
ー
ル
い
た
し
ま
す
。 

平
成
十
七
年
四
月
二
六
日 

「
憲
法
に
も
う
一
つ
の
柱
を
」
賛
同
者
一
同 
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２
０
１
９
年
８
月
２
６
日 

２
０
１
４
年
１
月
２
７
日 

２
０
１
３
年
５
月
１
３
日 

２
０
１
１
年
１
月
２
０
日 

２
０
１
０
年
１
０
月 

２
０
０
９
年
８
月
５
日 

２
０
０
６
年
１
１
月
１
８
日 

２
０
０
６
年
１
１
月
１
９
日 

２
０
０
５
年
１
０
月
２
６
日 

・
憲
法
部
会
に
て
、
第
四
次
案
に
検
討
を
加
え
、
条

文
を
一
条
追
加
し
た
第
五
次
案
を
確
定
。 

・
日
刊
工
業
新
聞
紙
上
で
「
憲
法
に
『
環
境
原
則
』

国
会
審
議
を
」
と
題
し
て
執
筆
（
加
藤
三
郎
） 

・
東
京
新
聞
、
中
日
新
聞
は
環
境
文
明
２
１
の
憲
法

原
則
提
案
を
詳
し
く
報
道
。 

・
毎
日
新
聞
紙
上
で
「
憲
法
に
『
環
境
原
則
』
を
」

と
題
し
て
執
筆
（
加
藤
三
郎
）。 

・
環
境
文
明
二
十
一
立
法
化
部
会
（
０
８
年
９
月
、

従
来
の
「
憲
法
部
会
」
と
「
環
境
教
育
部
会
」
を

合
併
）
は
衆
議
院
法
制
局
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
９
月
）

も
考
慮
し
て
第
四
次
案
公
表
（
１
０
月
１
２
日
）。 

・
衆
院
総
選
挙
に
あ
た
り
、
環
境
文
明
二
十
一
加
藤
・

藤
村
共
同
代
表
が
「
新
政
権
に
求
め
る
環
境
政
策
」

提
言
。
そ
の
中
で
「
環
境
原
則
」
の
導
入
を
主
張
。 

・
東
京
に
て
「
憲
法
に
環
境
原
則
を
導
入
す
る
と
、

何
が
ど
う
変
わ
る
か
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
。
淡

路
剛
久
（
立
教
大
教
授
）、
小
沢
典
夫
（
山
梨
県
立

大
教
授
）
話
題
提
供
（
肩
書
き
は
い
ず
れ
も
当
時
）
。 

・
大
阪
に
て
「
み
ん
な
で
語
ろ
う
！
憲
法
に
環
境
原

則
を
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
。（
愛
知
和
男
、
田
端

正
広
両
衆
議
院
議
員
と
弁
護
士
等
パ
ネ
リ
ス
ト
） 

・
第
二
次
案
を
微
修
正
し
第
三
次
案
発
表
。
こ
の
日
、

「
憲
法
に
環
境
条
項
を
入
れ
よ
う
！
国
会
議
員
と

市
民
の
会
」
発
足
（
但
し
、
こ
の
会
は
継
続
せ
ず
）。 
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